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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　開閉可能なケースの本体内に入れた保護材に、内視鏡の形に対応する収納凹部を形成し
、該収納凹部内に内視鏡を挿入して携帯可能な内視鏡用キャリングケースにおいて、
　上記保護材に、上記収納凹部とは平面的に異なる位置にかつ該収納凹部に連続させてＩ
Ｄラベル視認用凹部を付設し、
　上記収納凹部内に内視鏡を収納した状態において、上記ＩＤラベル視認用凹部を介して
内視鏡に貼付されたＩＤラベルが露見され、
　上記開閉可能なケースの蓋体に、上記保護材のＩＤラベル視認用凹部内に進入する、Ｉ
Ｄラベル視認用凹部への進入方向に向かって先細る台形柱状の遊び防止突起を形成した、
　ことを特徴とする内視鏡用キャリングケース。
【請求項２】
　請求項１記載の内視鏡用キャリングケースにおいて、内視鏡には、操作部とコネクタ部
にＩＤラベルが貼付されており、保護材には、この操作部とコネクタ部のＩＤラベルに対
応させて一対のＩＤラベル視認用凹部が形成されている内視鏡用キャリングケース。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【技術分野】
本発明は、内視鏡用キャリングケースに関する。
【０００２】
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【従来技術およびその問題点】
内視鏡には、機種名、使用用途別記号（例えば大腸用、耳鼻咽喉科用等）、フレンチサイ
ズ（挿入部先端直径）、内視鏡システムのシリーズ名、製造元などを記載したＩＤラベル
を貼付することが行われている。
【０００３】
一方、内視鏡には一般に、運搬の利便のためにキャリングケースが用意されている。この
キャリングケースは、開閉可能なケース内に保護材を入れ、この保護材に、内視鏡の形に
対応する収納凹部を形成してなっており、該収納凹部内に内視鏡を挿入して携帯する。
【０００４】
ところが、保護材に形成された収納凹部は、その性質上、遊びを生じさせないように、内
視鏡形状と正しく対応している。このため、収納凹部に内視鏡を収納してしまうと、内視
鏡に貼付されているＩＤラベルを視認できなくなるという問題があった。つまり、収納さ
れている内視鏡の種類等のＩＤを確認するには、一旦キャリングケースから取り出さざる
を得ず、煩雑であった。
【０００５】
【発明の目的】
本発明は、以上の問題意識に基づき、内視鏡をキャリングケースに収納した状態において
そのＩＤラベルを確認できる内視鏡用キャリングケースを得ることを目的とする。
【０００６】
【発明の概要】
　本発明は、開閉可能なケースの本体内に入れた保護材に、内視鏡の形に対応する収納凹
部を形成し、該収納凹部内に内視鏡を挿入して携帯可能な内視鏡用キャリングケースにお
いて、上記保護材に、上記収納凹部とは平面的に異なる位置にかつ該収納凹部に連続させ
てＩＤラベル視認用凹部を付設し、上記収納凹部内に内視鏡を収納した状態において、上
記ＩＤラベル視認用凹部を介して該内視鏡に貼付されたＩＤラベルが露見され、上記開閉
可能なケースの蓋体に、上記保護材のＩＤラベル視認用凹部内に進入する、ＩＤラベル視
認用凹部への進入方向に向かって先細る台形柱状の遊び防止突起を形成したことを特徴と
している。
　内視鏡には、操作部とコネクタ部にＩＤラベルが貼付されていることが多いから、保護
材には、この操作部とコネクタ部のＩＤラベルに対応させて一対のＩＤラベル視認用凹部
を形成することが望ましい。
　この内視鏡用キャリングケースによれば、収納凹部内に内視鏡を収納したままでそのＩ
Ｄを確認できる。
【０００８】
【発明の実施形態】
図１は、内視鏡１０を収納したキャリングケース３０、図２は、キャリングケース３０か
ら取り出した内視鏡１０、図３は、内視鏡に貼付する（された）ＩＤラベル２０の例を示
している。
【０００９】
図２に示す内視鏡１０は、耳鼻咽喉科用で、体腔内に挿入される挿入部１１とその基部側
に接続された操作部１２を有している。挿入部１１は、先端側から順に先端部１３、湾曲
部１４及び可撓管部１５を有しており、さらに可撓管部１５が連結部１６を介して操作部
１２に接続している。操作部１２からはユニバーサルチューブ１７が延設されており、該
ユニバーサルチューブ１７の末端に設けたコネクタ部１８は、内視鏡本体とは別体の図示
しないプロセッサに着脱可能となっている。
【００１０】
ＩＤラベル２０は、操作部１２とコネクタ部１８に貼付されている。図３は、このＩＤラ
ベル２０の具体例を示すもので、「ＶＮＬ‐１３３０」と「ＰＥＮＴＡＸ」の文字からな
っている。「ＶＮＬ」は、使用用途別記号で、耳鼻咽喉科用（VIDEO-NASO-PHRYNGO-LARYN
GO）であることを示し、「１３」はフレンチサイズ（４．５ｍｍφの意））を示し、「３
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０」は内視鏡システムのシリーズ名（３０シリーズ）を示し、「ＰＥＮＴＡＸ」は商標（
製造元）を示している。
【００１１】
内視鏡１０を収納するキャリングケース３０は、ヒンジで開閉可能に枢着された本体３１
と蓋体３２とを有し、本体３１内に保護材３３が入れられている。この保護材３３は、例
えば、発泡ポリエチレン等の軟質材からなるものである。
【００１２】
保護材３３には、内視鏡１０を収納する凹部３４が形成されている。収納凹部３４は、具
体的には、挿入部１１を収納する挿入部収納凹部３４Ａ、操作部１２を収納する操作部収
納凹部３４Ｂ、ユニバーサルチューブ１７を収納するユニバーサルチューブ収納凹部３４
Ｃ及びコネクタ部１８を収納するコネクタ部収納凹部３４Ｄからなっている。
【００１３】
　以上の収納凹部３４のうち、操作部収納凹部３４ＢにはＩＤラベル視認用凹部３４Ｂ’
が付設されており、コネクタ部収納凹部３４ＤにはＩＤラベル視認用凹部３４Ｄ’が付設
されている。これらのＩＤラベル視認用凹部３４Ｂ’と３４Ｄ’はそれぞれ、収納凹部３
４に正しく内視鏡１０を収納した状態において、操作部１２に貼付されたＩＤラベル２０
と、コネクタ部１８に貼付されたＩＤラベル２０を露見させる位置に形成されている。
【００１４】
キャリングケース３０の蓋体３２には、本体３１を蓋体３２で閉じたとき、ＩＤラベル視
認用凹部３４Ｂ’と３４Ｄ’内に進入する遊び防止突起３５Ａと３５Ｄが突出形成されて
いる。この遊び防止突起３５Ａ、３５Ｄも、保護材３３と同様の軟質材で形成することが
望ましい。
【００１５】
従って、上記構成の本キャリングケース３０によれば、収納凹部３４内に内視鏡１０を正
しく収納した状態、すなわち、挿入部１１を挿入部収納凹部３４Ａに、操作部１２を操作
部収納凹部３４Ｂに、ユニバーサルチューブ１７をユニバーサルチューブ収納凹部３４Ｃ
に、コネクタ部１８をコネクタ部収納凹部３４Ｄに収納した状態において、ＩＤラベル視
認用凹部３４Ｂ’を介して操作部１２に貼付されているＩＤラベル２０を視認することが
でき、ＩＤラベル視認用凹部３４Ｄ’を介してコネクタ部１８に貼付されているＩＤラベ
ル２０を視認することができる。従って、内視鏡１０のＩＤを調べるために、内視鏡１０
を収納凹部３４から取り出す必要がない。
【００１６】
　また、収納凹部３４内に内視鏡１０を収納した状態において蓋体３２を本体３１上に閉
じれば、遊び防止突起３５Ａ、３５ＤがＩＤラベル視認用凹部３４Ｂ’３４Ｄ’内に進入
して操作部１２、コネクタ部１８の遊びを防ぐので、運搬中のがさつきを防止できる。
【００１７】
【発明の効果】
以上のように本発明によれば、内視鏡をキャリングケースに収納した状態において、内視
鏡に貼付されているＩＤラベルを確認できる内視鏡用キャリングケースが得られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による内視鏡用キャリングケースの一実施形態を示す、内視鏡収納状態で
蓋体を開いた状態の斜視図である。
【図２】キャリングケースから取り出した内視鏡の全体図である。
【図３】内視鏡に貼付する（された）ＩＤラベルの例を示す平面図である。
【符号の説明】
１０　内視鏡
１１　挿入部
１２　操作部
１３　先端部
１７　ユニバーサルチューブ
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１８　コネクタ部
２０　ＩＤラベル
３０　キャリングケース
３１　本体
３２　蓋体
３３　保護材
３４　収納凹部
３４Ａ　挿入部収納凹部
３４Ｂ　操作部収納凹部
３４Ｃ　ユニバーサルチューブ収納凹部
３４Ｄ　コネクタ部収納凹部
３４Ｂ’　３４Ｄ’　ＩＤラベル視認用凹部
３５Ａ　３５Ｄ　遊び防止突起

【図１】 【図２】
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